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検査内容変更のお知らせ 
 
 
拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てをいただき、厚くお礼申し上げます。 

 

さて､この度、下記項目につきまして検査内容を変更させていただきますので、取り急

ぎご案内する次第です。 
誠に勝手ではございますが、事情をご賢察の上、何卒ご了承の程お願い申し上げ  

ます。 

敬具 

 

記 
 

■検査項目/変更内容 

頁 
項目 
コード 

検査項目名 変更箇所 新 旧 備考 

検 査 方 法 ECLIA RIA 2 抗体法 

基 準 値 
男性 9.52 以下 
女性 6.40 以下 

(pg/mL) 

（総合検査案内 
参照） 

報 告 範 囲 
0.50 未満、 
0.50～99900000 

10 以下、 
10～1600、 
1600 以上 

保 存 凍結 冷蔵 

所 要 日 数 3～6 日 5～9 日 

49 2136 カルシトニン 

備 考 
速やかに遠心分離
後、凍結保存してく
ださい。 

（記載なし） 

国 際 標 準 品 を

用いた non-RIA

試薬への変更。 

検査方法、基準

値、報告範囲、

保存温度、検体

取 扱 い 、 そ の

他、参考文献の

変更。 

所要日数の短

縮。 

56 2291 
ヒト癌胎児性 
フィブロネクチン 

容 器 
および 

採 取 方 法 

W5 
(別掲をご参照くだ
さい) 

W5 

現行試薬販売

中止による後継

試 薬 お よ び 新

採取容器への

変更。 

 
 
■変更期日 

 ●2015 年 3 月 31 日（火）受付日分より 
以上 

 
 



 2 

 
 
 

WHO推奨の国際標準品を用いたnon-RIA試薬へ変更させていただきます。測定感度が向上し、

所要日数が短縮されます。変更に伴い、検査方法、基準値、報告範囲、検体保存温度、その他

参考文献を変更させていただきます。なお、基準値はメーカー設定値です。 

 
 

■新旧二法の相関 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■参考文献                                                      

北側 亘, 他：医学と薬学 72(1)：97～108, 2015.(検査方法参考文献) 

岩瀬 克己：外科治療 105(4)：347～352, 2011. 

カルシトニン 

旧 法 

旧 法 

（SRL 検討データ） 
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現試薬販売中止に伴い、新試薬に変更いたします。併せて、採取容器および検体採取方法を

変更させていただきます。 

 
 

■新旧二法の相関 

現法  

- + 

- 28 2 
新
法 + 1 23 

一致率：94.4% （n=54） 
（SRL検討データ） 

 
 

■新容器形状および採取方法 
 
 

ヒト癌胎児性フィブロネクチン 


